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Ｇ２０の概要について
○開催経緯

・リーマンショックを契機に発⽣した経済・⾦融危機に対処するため、2008年11⽉に第１回サミットを開催。
・国内初開催となるＧ２０⾸脳会議（サミット）は、 2019年６⽉28⽇（⾦） 29⽇（土）に大阪で開催

○閣僚会議について
・岡山開催の保健大臣会合を含め８会議が開催予定。

○参加国等 ⇒約３５か国・地域及び機関 （来岡者想定：約250 300人）
メンバー国：G7（⽇、仏、米、英、独、伊、加、EU），アルゼンチン，豪，ブラジル，中，印，インドネシア，

メキシコ，韓，露，サウジアラビア，南アフリカ，トルコ
招待国や国際機関（６ ８か国、７ ８機関）

※2017年ドイツの例 招待国：ギニア、オランダ、ノルウェー、セネガル、シンガポール
国際機関：国際労働機関（ILO)、経済協⼒機構（OECD)、国連、世界保健機関（WHO）等

開催地 関係閣僚会合名 開催⽇ 招致⾃治体
岡山市 保健大臣会合 2019年10⽉19 20⽇ 岡山市
新潟市 農業大臣会合 2019年 5⽉11 12⽇ 新潟市
福岡市 財務大臣・中央銀⾏総裁会議 2019年 6⽉ 8 9⽇ 福岡市
茨城県つくば市 貿易・デジタル経済大臣会合 2019年 6⽉ 8 9⽇ 茨城県

⻑野県軽井沢町 持続可能な成⻑のためのエネルギー転換と
地球環境に関する関係閣僚会合 2019年 6⽉15 16⽇ ⻑野県

愛媛県松山市 労働雇用大臣会合 2019年 9⽉ 1 2⽇ 愛媛県
北海道倶知安町 観光大臣会合 2019年10⽉25 26⽇ 倶知安町
愛知県名古屋市 外務大臣会合 2019年11⽉22 23⽇ 愛知県
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【 目 的 】
Ｇ２０保健大臣会合の開催都市岡山市全体として機

運醸成や おもてなしの準備等を、官⺠⼀体となって
推進していくため推進協議会を設置する。

【メンバー構成】
市、県、経済団体、大学、保健・医療関係団体、

観光・国際・文化関係団体、旅館業、運輸・交通関係、
マスコミ、市⺠団体

【 体 制 】

G20岡山保健大臣会合支援推進協議会（仮称）

※事務局：岡山市G20保健大臣会合推進室

推進体制について

イベントテーマ・企画（案）

市推進本部

厚⽣労働省と協議
（随時）

（2019.3 末）

（2019年 夏 ）

支援推進協議会

200⽇前

100⽇前

（2018.5 設⽴） （2018.8 設⽴）

（2019.10.19
 20）

保健大臣会合に向けて、本市の推進本部及びＧ２０岡山保健大臣会合支援推進協議会において、イベントのテーマや
企画案を検討し、厚⽣労働省との協議を⾏いながら、プレイベント、サイドイベント、エクスカーション等を実施。

プレ・サイドイベント等の企画を⾏う

予算・決算、事業方針等に関する実務的な
整理を⾏う
保健・医療部会

推進協議会（親会）

幹事会

スケジュールのイメージ

プレイベントの実施
シンポジウム
子どもサミット
プレスツアー

など

G20岡山保健大臣会合
歓迎レセプション
サイドイベント
エクスカーション
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内閣府の地方創生に向けたＳＤＧｓ推進事業において、自治体によるＳＤＧｓの達成に向け

た取組を公募し、優れた取組を提案する都市を「ＳＤＧｓ未来都市」として最大３０程度選定し

特に先導的な取組を 「自治体ＳＤＧｓモデル事業」として１０程度選定する。

【公募期間】 平成３０年２月２６日～３月２６日

【内閣府ヒアリング】平成３０年５月１１日

～ 「ＳＤＧｓ未来都市」の選定について ～

公募概要

「ＳＤＧｓ未来都市」選定

岡山市の提案

誰もが健康で学び合い、
生涯活躍するまちおかやまの推進

都市選定

「ＳＤＧｓ未来都市」に選定

・全国で２９都市が選定（５５件の応募）

・６月１５日に首相官邸にて選定証授与

・市庁舎に記念の懸垂幕を掲示

・県内では真庭市、中国地方では広島県

と宇部市が選定

・SIBを活用した健康ポイント事業

・健康見える化事業

・ＩＣＴを活用した遠隔健康医療相談事業

・健康教育推進プロジェクト

・SIBを活用した生涯現役応援事業

テーマ

主な
事業

○全庁的なＳＤＧｓ推進本部を立ち上げ、まずは健康づくりの取組を推進する。

○2019年のG20保健大臣会合において、本市の健康づくりの取組を世界にＰＲする
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「SDGs未来都市」提案事業の具体的な取組みとKPIの設定

持続可能性を担保するために重要となる三側面（経済、社会、環境）を踏まえた
具体的事業を展開することで目標値の達成を目指す。

KPI
●健康活動の習慣化に取り組む人の数

●健康教育受講者数

4,997人 15,000人

25,076人 30,000人

2018年１月 2020年

2016年 2020年

●新たな健康づくり事業
に参画した企業数

●自らの健康リスクを
把握している人の割合

●児童の軽症救急搬送件数

0 20
2017年 2020年

28.6％ 34.5％

2016年度 2020年

（国保特定健診受診率）

1,823件 1,700人

2016年 2020年

●就労・社会参加につなげた
高齢者等の人数

180人 1,070人

2018年3月 2021年3月

これらを、新たに立ち上げるSDGｓ推進本部で全市的に推進

健康教育推進プロジェクト
ＥＳＤの成功事例を健康づくりに横展開する。医師会や薬剤
師会などと協働して、地域の支え合いを通した地域で健康に
なる取組を実現

健康見える化事業

SIBを活用した健康ポイント事業

ＩＣＴを活用した遠隔健康医療相談事業

過去3年分の健康診断データをAIが解析し、将来的な健康リ
スクを示唆し、その人に適した生活習慣改善メニューを提示
するシステムを構築（（株）タニタヘルスリンク、（一財）淳風会
と事業実施予定）

フィットネスや飲食事業者等による運動、栄養などの具体の
健康づくりサービス創出を促進（社会的投資推進財団、中国
銀行やNPO法人等と事業実施予定）

不安から救急を使用することが多い小児医療でスマート
フォン等で気軽に健康医療相談ができる環境を整備
（（株）Kids Publicと事業実施予定）

具体的取組み

SIBを活用した生涯現役応援事業

年齢や性別、抱えている課題を問わす就労等に結び付け、
地場企業の担い手不足を解消（社会的投資推進財団、中
国銀行やNPO法人等と事業実施予定）

１. 個人の健康づくりから「地域の健康づくり」へ

２ . 推奨する健康増進から「実行する健康増進」へ

３. 健康が最終目標から「健康、そして活躍」へ

岡山SDGsにより
目指す効果

・新たなマーケット、
新たなビジネスモデル
の創出

・健康寿命の延伸、
医療費等の削減

・ESDを活用した市民
活動の活性化、市民
の活躍の場の創出

経済

社会

環境
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